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金
揮
官
蹟
志
港
一

陽
末
邑
海
保
吋
西
有
a
北
陸
大
路
吋
由
貿
賎
成
v
群
。
且
此
挽
回
E

繍
海
獄
於

西
南
吋
一
地
利
金
備
。
可
v
謂
=
間
一
紳
相
膝
之
地
-
也
と
。
叉
云
ふ
、
東
西
有
昌

流
水
吋
甫
北
長
第
四
議
昌
地
-
也
e

外
方
虎
口
之
大
事
。
因
=
大
小
之
機
-
有
且

口
一
授
吋
云
ぺ
且
金
掠
東
灘
川
温
水
a
-

共
流
入
=
澗
水
↓
汎
昌
弘
K

於
大
野

諸
島
西
犀
川
之
菊
水
。
治
=
々
宮
腰
大
洋
二
県
西
二
川
本
源
雄
=
相
鴎
末

流
落
=
合
西
海
吋
上
下
寛
容
和
順
之
象
也
d
-
X
A
と
。
右
は
元
秘
十
五

年
に
飽
蛾
す
る
鹿
に
て
、
金
海
市
の
隆
盛
府
下
の
盟
儲
を
讃
美
せ
り
。

又
大
滞
君
山
が
へ
架
隠
橋
記
民
一
言
。
金
海
府
者
北
陸
選
都
合

也
。
共
地
燥
剛
膏
脱
意
。
共
東
南
則
遠
山
千
峰
.
烏
獄
草
木
多
v
之
.
金

玉
賃
貸
出
d

共
西
北
則
大
洋
無
v
際
。
魚
能
生
駕
“
珍
珠
殖
鷲
.
舟
緯
之

利
.
ぷ
獅
拘
繍
犠
d

探
摘
州
一
史

ι流
帯

豪

華

質

金

城

湯

池
也
.
潟
川
谷
之
北
出
場
f
日
尾
山
水
。
共
他
湯
涌
澗
横
谷
内
尾
菱
池

白
見
五
箇
準
尾
之
澗
水
.
合
同
震
a
滋
野
川
二
瀦
-
桑
津
澗
吋
入
=
大
野

海
吋
有
回
大
小
二
橋
一
建
=
大
路
-
実
犀
水
者
石
川
河
北
二
郡
之
界
水
。

而
毘
源
有
三
.
共
東
澗
則
倉
谷
。
其
西
澗
則
二
俺
各
有
=
飛
瀦
-
千
尺
。

共
他
水
上
谷
菊
湾
内
河
堂
山
後
谷
等
。
数
百
山
水
合
流
篤
二
水
。
建
畠

宮
腰
浦
刊
一
唯
架
二
橋
-
以
済
鷲
ψ

使
T

北
陸
諸
国
人
民
一
筆
=
乎
此
↓
無
申

岐
路
之
感
晶
也
。
岡
大
路
之
要
棒
也
と
。
お
は
元
文
三
年
の
記
也
。
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金
海
古
蹟
志
巻
一

一..s-"、

4
y
る
に
‘
紀
中
書
き
援
す
と
い
へ
ど
も
、
犀
川
を
石
川
・
河
北
二
郡
の

界
水
と
載
せ
た
る
は
誤
欺
。
若
し
く
は
佐
古
の
郡
界
を
思
ひ
て
如
v
斯

は
記
載
せ
し
に
や
。

内
崎
潤
組

wu

O
金
海
市
中
鹿
表

円
占
品
川
}

凡
東
西
一
星
十
九
町
。
東
北
一
恩
九
町
。

ハ=こへ
F
川
上
段
禍
問
団
神
入
〉

右
明
治
八
年
の
調
也
。

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
の
園
府
活
革
論
頭
書
K
-
Z
ふ
。
金
海
凡
経
南

北
一
旦
十
八
町
十
問
。
道
程
-
星
二
十
八
町
十
七
問
。
甫
自
a
泉
出
町

端
吋
北
至
=
大
樋
町
端
ゴ
定
官
道
也
。
東
西
・
緯
一
旦
許
。
道
程
一
皇
太

町
三
十
問
。
東
自
a
岡
井
出
町
端
吋
西
至
昌
宮
腰
口
町
端
で
是
間
道
也
。

按
守
る
に
、
右
は
三
州
志
を
撰
越
せ
し
寛
政
頃
の
取
調
怠
る
ぺ
し
。

金
津
市
中
四
国
間
数
道
程
は
、
時
世
に
依
て
庚
狭
の
差
あ
る
べ
し
。

正
保
四
年
に
奮
藩
よ
り
幕
府
へ
進
建
あ
り
し
、
加
能
越
三
州
奥
地
固

に
添
へ
た
る
三
州
道
路
里
程
調
書
に
、
加
賀
固
河
北
郡
山
上
村
よ
り

金
津
野
町
一
里
山
ま
で
一
塁
、
ト
随
一
明
馳
同
一
仰
は
哨
野
町
一
毘
山
よ
り
泉

・
村
ま
で
六
町
と
殺
せ
た
り
。
此
の
調
書
陀
て
見
れ
ば
、
正
保
の
頃
は

上
口
は
野
問
端
白
熱
新
町
の
入
口
た
る
一
塁
塚
ま
で
に
て
、
泉
新
町
よ

り
末
は
共
の
後
の
家
建
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。
又

1
h
r山
上
村
よ

り
一
宮
々
と
あ
れ
ば
、
高
道
町
を
町
端
と
た
し
、
山
上
町
よ
り
末
は
共

の
後
の
家
建
た
る
事
知
ら
る
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
寛
文
五
年

閲
月
の
書
附
に
、
河
北
郡
鰯
勅
純
手
村
一
里
塚
よ
り
高
道
町
端
ま
で

の
道
程
取
調
の
事
を
載
せ
た
り
。
さ
れ
ば
寛
文
の
頃
ま
で
も
、
高
道

を
金
揮
の
街
尾
と
な
し
た
り
。
叉
延
貨
の
金
調
停
固
に
、
上
口
は
一
塁

塚
よ
り
末
泉
新
町
の
地
二
百
三
十
三
聞
の
聞
を
町
屋
地
子
地
と
記
載

し
‘
下
口
は
山
上
町
の
末
事
日
町
の
地
を
町
屋
地
子
地
と
記
し
町
端

と
す
。
按
守
る
に
、
寛
文
五
年
に
、
郡
地
家
数
千
八
十
軒
徐
町
支
配

に
被
=
仰
付
吋
と
町
合
所
留
記
に
見
え
、
此
の
時
金
津
町
端
た
る
百
姓

相
謝
鱒
地
を
以
て
町
屋
建
と
せ
る
分
は
‘
悉
く
金
部
地
子
地
に
合
併

し
て
町
地
と
な
し
た
る
が
故
に
、
市
中
通
り
筋
の
道
程
も
延
び
た
る

も
の
た
る
ぺ
し
。
叉
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
金
津
温
筋
道
程
割
調

書
に
は
‘
上
日
野
町
端
一
里
塚
よ
り
泉
新
町
端
ま
で
三
町
五
十
五
閥
、

下
山
上
町
一
里
塚
よ
り
百
姓
地
大
樋
橋
ま
で
八
町
三
十
聞
と
あ
り
。

漸
得
雑
記
に
も
記
載
し
て
、
本
語
町
筋
惣
関
数
一
塁
廿
二
町
四
十
五

間
九
尺
八
寸
と
い
へ
り
。
右
の
道
程
調
書
は
年
月
を
不
M

紀
と
い
へ

ε

も
、
元
総
頃
の
調
査
た
る
べ
く
、
元
織
の
金
滞
聞
と
凡
そ
符
合
せ
り
。

改
作
所
醤
記
に
載
せ
た
る
廷
寅
二
年
往
還
道
諮
問
数
付
に
は
、
山
上

七




